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千
切
れ
る
ほ
ど
に
打
ち
振
ら
れ
る
日
の
丸
と
台
湾
旗
、
コ
ン
コ
ー
ス

に
響
き
渡
る
万
歳
三
唱
、「
蛍
の
光
」
の
合
唱
に
見
送
ら
れ
、
李
登
輝

前
総
統
は
新
年
一
月
二
日
、
関
西
国
際
空
港
か
ら
帰
台
し
た
。
平
成
十

三
年
（
二
〇
〇
一
年
）
春
四
月
、
心
臓
病
治
療
の
た
め
に
来
日
さ
れ
て

か
ら
三
年
八
ヵ
月
ぶ
り
の
訪
日
。
メ
デ
ィ
ア
な
ど
か
ら
「
思
索
の
旅
」

「
感
謝
の
旅
」
と
も
称
さ
れ
た
、
そ
の
六
泊
七
日
を
振
り
返
る
。

【
十
二
月
二
十
七
日
】

名
古
屋
空
港
で
は
五
百
人
が
出
迎
え

　

午
後
六
時
四
十
四
分
、
李
氏
一
行
を
乗
せ
た
日
本
ア
ジ
ア
航
空
E
G

二
八
四
便
は
、
定
刻
よ
り
や
や
早
く
名
古
屋
空
港
に
到
着
し
た
。

　

李
氏
と
曽
文
恵
夫
人
、故
人
と
な
っ
た
長
男
の
夫
人
・
張
月
雲
さ
ん
、

ロ
ン
ド
ン
留
学
か
ら
台
湾
に
戻
っ
た
ば
か
り
の
孫
娘
・
李
坤
儀
さ
ん
、

友
人
の
彭
栄
次
夫
妻
、
主
治
医
ら
の
一
行
を
奉
迎
し
た
の
は
、
全
国
か

ら
駆
け
つ
け
た
五
百
人
を
超
え
る
日
本
人
、
在
日
台
湾
人
の
大
群
衆
で

あ
る
。

　

李
氏
が
空
港
関
係
者
専
用
の
出
入
口
か
ら
姿
を
現
す
と
、
待
ち
構
え

て
い
た
人
々
か
ら
一
斉
に
歓
声
が
上
が
り
、
李
氏
は
ソ
フ
ト
帽
を
振
っ

て
歓
声
に
応
え
な
が
ら
車
に
乗
り
込
ん
だ
。

　

夜
の
帳
が
降
り
て
満
月
が
浮
か
ぶ
寒
空
の
下
、
歓
声
と
一
斉
に
た
か

れ
た
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
っ
て
、
沿
道
に
待
ち
受
け
て
い
た

人
々
の
期
待
は
い
や
が
う
え
に
も
高
ま
る
。
李
氏
の
乗
り
込
む
黒
塗
り

の
車
が
現
れ
る
や
、
大
歓
声
と
と
も
に
小
旗
が
打
ち
振
ら
れ
、「
李
登

輝
先
生
、
万
歳
」「
台
湾
万
歳
」
の
大
合
唱
。
李
氏
は
わ
ざ
わ
ざ
沿
道

側
に
座
り
、
奉
迎
の
人
々
に
手
を
振
っ
て
笑
顔
で
応
え
た
。

　

こ
の
日
、
名
古
屋
空
港
に
集
ま
っ
た
報
道
陣
は
、
台
湾
か
ら
随
行
の

メ
デ
ィ
ア
を
含
め
お
よ
そ
百
名
。
愛
知
県
警
は
二
百
五
十
名
の
警
察
官

で
警
備
に
当
た
り
、「
現
職
で
な
い
外
国
要
人
で
は
異
例
」（
警
備
部
）

の
手
厚
い
態
勢
を
敷
い
た
。

　

ま
た
、
出
迎
え
の
中
に
は
、
交
流
協
会
の
高た
か

橋は
し

雅ま
さ

二じ

理
事
長
、
J
R

【
特
集
】
李
登
輝
前
総
統
来
日
!!

日
台
の
絆
を
強
め
た
思
索
と
感
謝
の
旅

理
事
・
青
年
部
部
長

早は
や

川か
わ　

友と
も

久ひ
さ

日
の
丸
と
台
湾
旗
が
出
迎
え
見
送
っ
た
六
泊
七
日
の
全
行
程
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東
海
の
葛か

西さ
い

敬よ
し

之ゆ
き

会
長
、
そ
し
て
李
氏
が
敬
愛
す
る
八は
っ

田た

與よ

一い
ち

氏
の
ご

令
息
で
あ
る
八は
っ

田た

晃て
る

夫お

氏
ご
夫
妻
の
姿
も
あ
っ
た
。
当
夜
、
一
行
は
名

古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
に
投
宿
し
た
。

【
十
二
月
二
十
八
日
】

名
古
屋
城
で
留
学
生
た
ち
と
遭
遇

　

来
日
か
ら
一
夜
明
け
、
午
前
中
は
ホ
テ
ル
に
て
櫻
井
よ
し
こ
さ
ん
ら

日
本
の
友
人
た
ち
と
歓
談
。

　

午
後
、
名
古
屋
城
を
見
学
。
天
守
閣
か
ら
、
陸
軍
少
尉
と
し
て
終

戦
を
迎
え
た
か
つ
て
の
駐
屯
地
を
眺
め
、「
す
っ
か
り
変
わ
っ
た
ね
」

と
感
慨
深
げ
に
洩
ら
し

た
。
ま
た
、
孫
娘
の
李

坤
儀
さ
ん
に
、
戦
国
時

代
の
武
将
、
徳
川
家
康

や
豊
臣
秀
吉
に
つ
い
て

熱
心
に
説
明
し
て
い
た

と
い
う
。
こ
の
と
き
、

前
夜
、
出
迎
え
に
東
京

か
ら
駆
け
つ
け
た
在
日

台
湾
婦
女
会
の
張
信

恵
・
事
務
局
長
や
留
学

生
た
ち
と
遭
遇
し
、
李

氏
は
帽
子
を
取
っ
て
に
こ
や
か
に
挨
拶
し
た
。

　

夕
刻
、
徳
川
家
康
の
遺
品
を
展
示
す
る
徳
川
美
術
館
を
見
学
。
接
遇

の
た
め
、
東
京
か
ら
徳
川
家
二
十
二
代
当
主
・
徳
川
義
崇
氏
が
駆
け
つ

け
た
。
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
泊
。

【
十
二
月
二
十
九
日
】

八
田
氏
の
資
料
提
供
を
申
し
出

　

一
行
は
午
前
八
時
五
十
六
分
名
古
屋
発
の
「
し
ら
さ
ぎ
三
号
」
に
乗

車
、
金
沢
へ
と
向
か
っ
た
。
昼
前
に
到
着
し
た
金
沢
駅
頭
で
は
、
三
百

人
を
超
え
る
群
集
が
日
の
丸
と
台
湾
旗
で
一
行
を
迎
え
、
黒
山
の
人
だ

か
り
に
気
付
い
た
李
氏
は
、
ハ
ッ
と
し
た
表
情
の
後
、
帽
子
を
取
っ
て

深
々
と
一
礼
し
た
。

　

一
行
は
、
八
田
與
一
氏
の
胸
像
も
展
示
さ
れ
て
い
る
「
市
立
ふ
る
さ

と
偉
人
館
」
を
見
学
。
李
氏
は
こ
こ
で
、
案
内
役
の
「
八
田
技
師
夫
妻

を
慕
い
台
湾
と
友
好
の
会
」
代
表
世
話
人
で
事
務
局
長
の
中な
か

川が
わ

外と

司し

氏

に
「
せ
っ
か
く
の
展
示
な
の
に
、
残
念
な
の
は
八
田
氏
の
資
料
が
少
な

い
こ
と
。
台
湾
は
資
料
を
提
供
で
き
る
の
で
、
こ
の
方
面
で
さ
ら
に
交

流
を
行
い
た
い
」
と
提
案
し
て
い
る
。

　

中
川
氏
ら
と
昼
食
を
と
っ
た
後
は
、
日
本
三
大
庭
園
に
あ
げ
ら
れ
る

兼
六
園
を
散
策
。
雪
交
じ
り
の
寒
風
吹
き
荒
ぶ
中
に
も
、
美
し
い
庭
園

を
目
に
し
た
李
氏
ご
夫
妻
は
満
足
気
に
微
笑
ん
で
い
た
。

　

ま
た
、
陶
芸
家
の
大お
お

樋ひ

長ち
ょ
う

左ざ

衛え

門も
ん

氏
の
窯
元
を
訪
れ
、
手
ほ
ど
き

名古屋城を散策（12月28日）
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を
受
け
な
が
ら
、
へ
ら
で
茶
碗
に
「
誠
実
」「
和
」
の
文
字
を
熱
心
に

彫
り
付
け
る
な
ど
し
て
楽
し
ん
だ
。
そ
の
後
、
こ
の
茶
碗
は
石
原
慎
太

郎
都
知
事
に
届
け
ら
れ
た
と
い
う
。

　

当
夜
は
、
和
倉
温
泉
の
名
門
旅
館
「
加
賀
屋
」
に
投
宿
。
一
行
は
加

賀
屋
グ
ル
ー
プ
会
長
の
小お

田だ

禎さ
だ

彦ひ
こ

ご
夫
妻
と
長
女
、
孫
娘
の
三
代
の
出

迎
え
を
受
け
た
。
盛
大
な
歓
迎
の
様
子
を
目
の
当
た
り
に
し
た
日
本
人

客
は
、「
李
登
輝
さ
ん
と
同
宿
な
ん
て
、
こ
の
上
な
い
光
栄
な
こ
と
だ
」

と
口
々
に
語
っ
た
と
い
う
。

【
十
二
月
三
十
日
】

感
極
ま
っ
た
案
内
役
の
名
誉
館
長

　

本
来
な
ら
こ
の
日
は
和
倉
温
泉
か
ら
特
急
に
乗
っ
て
石
川
県
を
離
れ

る
は
ず
だ
っ
た
が
、
李
氏
の
強
い
希
望
で
急
遽
、
西
田
幾
多
郎
記
念
哲

学
館
の
見
学
と
墓
参
、
八
田
與
一
氏
の
生
家
訪
問
が
組
み
込
ま
れ
た
。

　

午
前
、
か
ほ
く
市
内
の
石
川
県
西
田
幾
多
郎
記
念
哲
学
館
を
見
学
。

『
善
の
研
究
』
を
愛
読
書
と
す
る
李
氏
は
、
展
示
さ
れ
た
直
筆
の
書
な

ど
に
見
入
り
、
大
阪
大
学
教
授
で
名
誉
館
長
の
大
橋
良
介
氏
の
説
明
に

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
李
氏
は
自
ら
の
政
治
思
想

と
西
田
哲
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
と
う
と
う
と
語
り
出
し
、
大
橋
名
誉

館
長
と
の
や
り
取
り
に
は
難
解
な
哲
学
用
語
な
ど
が
飛
び
交
っ
た
そ
う

だ
。「
思
索
の
旅
」
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　

案
内
を
終
え
た
大
橋
名
誉
館
長
は
、
感
極
ま
っ
た
様
子
で
「
政
治
家

で
こ
れ
だ
け
哲
学
を
理
解
さ
れ
て
い
る
方
は
珍
し
い
。
ス
ケ
ー
ル
の
大

き
さ
を
感
じ
ま
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
八
田
與
一
氏
の
生
家
を
訪
問
し
、
八
田
氏
の
兄
の
孫
で
あ

る
八
田
守
ご
夫
妻
の
歓
待
を
受
け
た
。
李
氏
は
仏
壇
の
前
で
会
釈
し
、

八
田
夫
妻
の
遺
影
を
感
慨
深
げ
に
眺
め
た
と
い
う
。
午
後
、
鉄
路
で
名

古
屋
へ
戻
り
、
名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト
ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル
泊
。

【
十
二
月
三
十
一
日
】

恩
師
と
六
十
年
ぶ
り
の
再
会

　

初
め
て
の
乗
車
と
な
る
新
幹
線
の
ぞ
み
一
〇
一
号
で
一
路
京
都
へ
向

か
う
。
み
ぞ
れ
混
じ
り
の
雨
が
降
る
中
、
農
学
部
の
校
舎
が
当
時
の
ま

ま
残
っ
て
い
る
母
校
京
都
大
学
を
訪
れ
た
李
氏
に
対
し
て
、
京
大
当
局

は
事
実
上
の
門
前
払
い
を
喰
わ
せ
た
。

　

事
前
に
訪
問
の
旨
を
伝
え
て
い
た
に
も
拘
ら
ず
、
京
大
側
は
「
大
学

自
治
法
」
を
盾
に
、
李
氏
の
警
護
の
た
め
随
行
す
る
警
察
官
の
入
構
を

拒
否
、
学
内
外
で
は
中
国
人
留
学
生
に
よ
る
デ
モ
も
行
わ
れ
て
お
り
、

安
全
を
憂
慮
し
た
李
氏
側
が
入
構
を
取
り
止
め
た
か
た
ち
だ
が
、
京
大

が
李
氏
の
訪
問
を
拒
ん
だ
も
同
然
で
あ
る
。

　

戦
前
、
政
治
的
圧
力
か
ら
一
教
授
を
護
る
た
め
、
教
授
ら
三
十
九
名

が
抗
議
の
辞
職
を
し
た
「
滝
川
事
件
」
の
精
神
を
も
は
や
京
大
は
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
。訪
問
の
数
日
前
に
中
国
政
府（
大
阪
総
領
事
館
）が
、

京
大
に
対
し
て
「
李
氏
を
訪
問
さ
せ
る
な
」
と
脅
迫
し
て
い
た
と
「
台
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湾
日
報
」
は
報
道
し
て
お
り
、京
大
は
そ
れ
に
屈
し
て
あ
っ
さ
り
と
「
大

学
の
自
治
」
を
捨
て
去
っ
た
よ
う
だ
。

　

母
校
か
ら
冷
遇
を
受
け
た
李
氏
は
、
車
中
か
ら
時
計
台
を
眺
め
る
こ

と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

＊

　

銀
閣
寺
の
見
学
後
、
李
氏
は
「
哲
学
の
道
」
を
散
策
し
、
京
大
時
代

の
恩
師
で
あ
る
柏か
し
わ

祐す
け

賢た
か

氏
（
京
大
名
誉
教
授
）
の
自
宅
を
訪
問
。
柏

氏
は
、
李
氏
が
京
大
農
学
部
在
学
当
時
の
助
教
授
で
現
在
九
十
七
歳
、

師
弟
は
晴
れ
て
六
十
年
ぶ
り
の
再
会
と
な
っ
た
。

　

柏
氏
は
近
年
、
健
康
が
す
ぐ
れ
ず
、
度
重
な
る
李
氏
へ
の
訪
日
妨
害

に
対
し
、
何
も
手
助
け
し
て
や
れ
な
い
こ
と
に
心
を
悩
ま
せ
て
お
り
、

「
も
し
自
分
が
死
ん
だ
ら
、
そ
の
弔
問
を
口
実
に
し
て
李
登
輝
さ
ん
が

来
日
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
葬
儀
参
列
と
な
れ
ば
日
本
政
府
も
無
下

に
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
私
が
死
ん
だ
ら
す
ぐ
に
李
登
輝
さ
ん
に
知
ら

せ
る
よ
う
に
」
と
周
囲
に
漏
ら
し
て
い
た
。

　

こ
れ
を
伝
え
聞
い
た
李
氏
は
非
常
に
感
動
し
、
厳
寒
の
京
都
に
恩
師

を
訪
ね
る
こ
と
を
約
束
し
た
と
い
う
。

　
〝
仰
げ
ば
尊
し
わ
が
師
の
恩
〞、「
も
う
い
っ
ぺ
ん
会
え
る
と
思
わ
な

か
っ
た
」（
柏
氏
）、「
生
き
て
い
る
の
は
柏
先
生
だ
け
、
会
え
て
よ
か
っ

た
」（
李
氏
）。
両
氏
の
短
い
言
葉
に
、
六
十
年
の
時
空
を
越
え
た
師
弟

愛
が
あ
ふ
れ
、
一
時
間
の
歓
談
中
ず
っ
と
李
氏
の
膝
に
手
を
置
く
柏
氏

の
姿
が
万
感
の
思
い
を
表
し
て
い
た
。

　

昼
は
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
て
、
京
大
教
授
で
本
会
副
会
長
の
中
西
輝

政
氏
ら
と
昼
食
。
夕
刻
、
鉄
路
で
琵
琶
湖
東
岸
の
湖こ
ほ
く
ち
ょ
う

北
町
へ
向
か
い
投

宿
。
夜
は
テ
レ
ビ
で
紅
白
歌
合
戦
を
鑑
賞
し
、
日
本
の
年
の
瀬
を
楽
し

ん
だ
。

【
平
成
十
七
年
一
月
一
日
】

日
本
語
で
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　

日
本
で
新
年
を
迎
え
た
李
氏
一
行
は
お
せ
ち
料
理
を
楽
し
ん
だ
後
、

滋
賀
県
高た
か
つ
き
ち
ょ
う

月
町
の
渡
岸
寺
に
初
詣
。
集
ま
っ
た
近
所
の
人
々
に
対
し
、

李
氏
は
「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
日
本
語
で
挨
拶
し
た
。
観
音

堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
国
宝
の
本
尊
、
十
一
面
観
世
音
菩
薩
を
見
学
、

住
職
か
ら
寺
の
由
来
な
ど
を
聞
い
た
。

　

李
氏
は
松
尾
芭
蕉
の
墓
が
あ
る
義ぎ
ち
ゅ
う
じ
仲
寺
（
大
津
市
）
の
見
学
を
希
望

し
て
い
た
が
、
あ
い
に
く
前
夜
の
降
雪
の
た
め
に
交
通
事
情
が
悪
く
、

恩師の柏祐賢氏が来日直前に揮毫した李氏へ
のメッセージ
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予
定
を
一
部
断
念
し
、
車
で
京
都
へ
戻
っ
た
。

【
一
月
二
日
】

関
空
で
は
「
蛍
の
光
」
で
日
台
六
百
人
が
お
見
送
り

　

日
本
滞
在
最
終
日
と
な
っ
た
こ
の
日
午
前
、
大お
お

西に
し

真し
ん

興こ
う

執
事
長
の
案

内
で
清
水
寺
を
見
学
し
た
後
、
西
本
願
寺
大
谷
本
廟（
京
都
市
東
山
区
）

に
眠
る
司
馬
遼
太
郎
氏
の
お
墓
を
参
拝
。
そ
の
名
著
『
台
湾
紀
行
』
で

李
氏
の
「
台
湾
人
に
生
ま
れ
た
悲
哀
」
と
い
う
言
葉
を
紹
介
し
、
日
本

に
広
く
台
湾
と
李
氏
の
存
在
を
知
ら
し
め
た
い
わ
ば
盟
友
の
司
馬
氏
に

花
束
を
手
向
け
た
。

　

こ
の
司
馬
氏
の
墓
前
で
、
李
氏
は
報
道
陣
に
対
し
、
日
本
語
で
今
回

の
訪
日
に
つ
い
て
の
感
想
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
た
。「
今
回
の
私

の
日
本
訪
問
は
こ
れ
で
終
わ
り
ま
す
」
と
始
ま
る
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

中
で
李
氏
は
、
日
本
政
府
と
国
民
に
対
し
感
謝
の
意
を
表
明
し
、
今
回

の
訪
日
に
つ
い
て「
日
台
両
国
の
静
か
な
強
い
絆
に
な
れ
た
な
ら
成
功
」

と
そ
の
意
義
を
述
べ
、
最
後
に
「
日
本
が
ま
す
ま
す
国
際
的
に
、
ま
た

ア
ジ
ア
で
最
も
発
展
す
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。
さ
よ
う
な
ら
」
と
締

め
括
っ
た
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
産
経
新
聞
記
者
の
手
を
経
て
司
馬
夫

人
に
届
け
ら
れ
た
が
、
日
本
人
と
し
て
胸
が
締
め
付
け
ら
れ
る
思
い
で

あ
る
。「
感
謝
の
旅
」
と
も
評
さ
れ
る
所
以
だ
。

　

午
後
、
京
都
駅
を
午
後
二
時
四
十
八
分
発
の
「
は
る
か
三
七
号
」
で

離
れ
る
李
氏
一
行
を
お
よ
そ
百
二
十
人
が
お
見
送
り
。
ご
夫
妻
は
座
席

に
着
い
た
後
も
窓
越
し
に
手
を
振
り
、
人
々
に
笑
顔
で
応
え
た
。
列
車

が
動
き
出
す
と
歓
声
は
一
際
高
く
な
り
、
万
歳
の
声
に
送
ら
れ
て
関
西

国
際
空
港
へ
向
か
っ
た
。

　

午
後
四
時
過
ぎ
、
関
西
空
港
駅
に
到
着
の
李
氏
一
行
を
出
迎
え
た
の

は
、
コ
ン
コ
ー
ス
に
溢
れ
出
ん
ば
か
り
に
集
ま
っ
た
六
百
人
の
大
群
衆

が
打
ち
振
る
日
の
丸
、
台
湾
旗
の
波
。
満
面
の
笑
み
を
た
た
え
、
ソ
フ

ト
帽
を
振
り
な
が
ら
歩
み
を
進
め
る
李
氏
。
轟
音
の
よ
う
な
「
台
湾
万

歳
」「
李
登
輝
先
生
、
万
歳
」
の
大
合
唱
。
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

日
本
人
や
在
日
台
湾
人
に
応
え
て
何
度
も
大
き
く
手
を
振
っ
た
。

　

そ
し
て
、
突
如
湧
き
起
こ
っ
た
「
蛍
の
光
」
の
大
合
唱
。
日
本
政
府

が
今
ま
で
台
湾
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
数
々
の
不
義
理
と
は
対
極
の
位

置
に
あ
る
盛
大
な
見
送
り
の
光
景
。
台
湾
で
も
別
離
の
際
に
愛
唱
さ
れ

る
「
蛍
の
光
」
の
歌
声
は
、
日
本
人
の
心
の
声
を
乗
せ
、
階
下
の
車
に

向
か
う
李
氏
の
耳
に
き
っ
と
届
い
た
に
違
い
な
い
。

　

一
行
が
乗
り
込
ん
だ
午
後
五
時
二
十
分
発
の
日
本
ア
ジ
ア
航
空
E
G

二
一
七
便
は
、
澄
ん
だ
夜
空
に
吸
い
込
ま
れ
る
か
の
ご
と
く
飛
び
立
っ

て
い
っ
た
。

　

無
事
に
帰
国
し
た
台
北
国
際
空
港
で
は
、
陳
唐
山
外
相
や
羅
福
全
・

前
駐
日
代
表
ら
を
は
じ
め
、
千
二
百
人
を
超
え
る
支
持
者
が
李
氏
ら
を

出
迎
え
、
李
氏
は
日
本
各
地
で
た
く
さ
ん
の
日
本
人
、
在
日
台
湾
人
か

ら
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

李
登
輝
先
生
、
ま
た
の
訪
日
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


